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２
０
１
３
年
９
月
24
日
、
９
月
理
事

会
が
開
催
さ
れ
た
。

１
．
委
員
会
活
動
報
告

◇
出
版
事
業
委
員
会　

飯
田
編
集
長

・
本
日
11
月
号
の
最
終
の
校
正
作
業
を

終
了
し
た
。
表
紙
は
吹
石
一
恵
さ
ん
、

ザ
・
パ
ー
ソ
ン
は
南
海
放
送
の
伊
東
英

朗
さ
ん
。
特
集
は
「
何
が
魅
力
？　

Ｂ

Ｓ
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
市
場
」。

・
17
日
に
委
員
会
を
開
催
し
て
今
後
の

特
集
な
ど
に
つ
い
て
討
議
し
た
。
12
月

号
の
特
集
は
「
２
０
１
３
年
ヒ
ッ
ト
ド

ラ
マ
の
秘
訣
を
探
る
」
で
、
表
紙
は
池

内
博
之
さ
ん
。
ザ
・
パ
ー
ソ
ン
は
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
キ
ン
・
シ
オ
タ
ニ
さ

ん
。
２
０
１
４
年
１
月
号
は
自
民
党
が

秋
の
臨
時
国
会
に
提
出
予
定
の
秘
密
保

全
法
案
に
つ
い
て
特
集
す
る
予
定
だ
が
、

今
後
の
動
き
に
よ
っ
て
内
容
が
変
わ
る

可
能
性
が
あ
る
。
２
月
号
は
ラ
ジ
オ
を

特
集
す
る
予
定
。

◇
選
奨
事
業
委
員
会　

藤
久
委
員
長

〈
テ
レ
ビ
委
員
会
〉  

中
町
副
委
員
長

・
７
月
29
日
に
７
月
度
の
月
評
会
を
開

催
し
て
、「
み
ん
な
！
エ
ス
パ
ー
だ

よ
！
」（
テ
レ
ビ
東
京
）「
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
現
代　

激
増
す
る
野
生
動
物
」（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
）「
戦
後
史
証
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

日
本
人
は
何
を
め
ざ
し
て
き
た
の
か
」

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）「
古
田
新
太
」
の
４
本
を
選

ん
だ
。
ま
た
、
８
月
30
日
に
８
月
度
の

月
評
会
を
開
催
し
て
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ

シ
ャ
ル　

調
査
報
告　

日
本
の
イ
ン
フ

ラ
が
危
な
い
」「
テ
レ
メ
ン
タ
リ
ー
２

０
１
３　

僕
は
ま
だ
ま
だ
死
に
ま
せ

ん
」（
広
島
ホ
ー
ム
テ
レ
ビ
）「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ス
ペ
シ
ャ
ル　

終
わ
り
な
き
被
爆
と
の

闘
い
」「
ザ
・
ス
ク
ー
プ
ス
ペ
シ
ャ
ル　

原
発
と
原
爆
」（
テ
レ
ビ
朝
日
）
を
選

ん
だ
。
７
月
度
と
８
月
度
の
月
間
賞
に

つ
い
て
の
説
明
。
９
月
度
の
月
評
会
は

10
月
２
日
に
開
催
す
る
。

・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
上
期
の
応
募
数
。

９
月
６
日
締
め
切
り
分
は
１
１
５
本
で
、

昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
。
現
在
視
聴
作
業
中
。

〈
ラ
ジ
オ
委
員
会
〉 

桜
井
委
員
長

・
８
月
19
日
に
定
例
会
を
開
催
し
た
。

聴
取
し
た
の
は
山
陰
放
送
の
「
自
由
ほ

ん
ぽ
ー
お
し
ゃ
べ
り
本
舗
」
で
、
制
作

費
の
少
な
い
中
、
様
々
な
コ
ー
ナ
ー
企

画
を
立
て
て
い
た
。

今
年
の
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
入
賞
作
品
を

聴
い
て
、
語
り
合
う
会
は
11
月
下
旬
開

催
を
目
標
に
調
整
中
。

〈
Ｃ
Ｍ
委
員
会
〉  

五
井
委
員
長

・
７
月
25
日
、
８
月
25
日
に
定
例
会
を

開
催
し
た
。
最
近
景
気
が
良
く
な
っ
た

の
か
、
公
共
広
告
を
見
な
く
な
っ
た
の

で
は
と
話
題
に
な
っ
た
。

〈
報
道
活
動
委
員
会
〉  

鈴
木
委
員
長

・
11
月
９
日
に
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
受
賞

作
を
見
て
、
制
作
者
と
語
る
会
」
を
日

大
で
開
催
す
る
。
今
年
は
大
賞
の
南
海

放
送
、
優
秀
賞
の
沖
縄
テ
レ
ビ
、
福
島

放
送
の
受
賞
者
が
出
席
す
る
予
定
。

◇
企
画
事
業
委
員
会　

碓
井
委
員
長

・
10
月
８
日
に
委
員
会
を
開
催
予
定
。

来
春
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
を
持
ち

第
　
回
上
期
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞

各
部
門
受
付
中

︱
9
月
理
事
会
報
告
︱
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寄
る
予
定
。
基
本
的
に
は
今
年
の
や
り
方

を
踏
襲
す
る
。

◇
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

滝
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

・
７
月
度
の
月
間
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
１
位

は
ダ
ン
ト
ツ
で
「
半
沢
直
樹
」
だ
っ
た
。

８
月
度
は
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
関
係
の
作
品
に
な

り
そ
う
。

２
．
そ
の
他

①
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
50
年
史
」
進
捗
状

況　

中
島
事
務
局
長

・
９
月
13
日
に
委
員
会
を
開
催
し
た
。

第
41
回
か
ら
50
回
ま
で
の
デ
ー
タ
を
１
０

０
０
部
印
刷
に
し
た
場
合
の
見
積
が
、
70

か
ら
80
万
円
な
の
で
、
紙
ベ
ー
ス
に
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
非
売
品
と
し
て
正
会

員
と
維
持
会
員
に
無
償
配
布
す
る
予
定
。

検
索
を
入
れ
る
か
ど
う
か
が
課
題
だ
が
、

入
れ
る
方
向
を
目
指
す
。
現
在
校
正
作
業

中
で
11
月
末
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

・「
放
送
批
評
の
50
年
」
は
１
３
０
冊
売

れ
た
。

②
就
業
規
則
変
更
の
件　

中
島
事
務
局
長

・
就
業
規
則
の
賃
金
の
項
目
で
変
更
し
た

い
箇
所
が
で
て
き
た
の
で
、
社
会
保
険
労

務
士
と
相
談
し
て
、
若
干
改
訂
の
予
定
。

こ
れ
に
つ
い
て
意
見
交
換
の
結
果
、
理
事

の
方
々
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
入
れ
た
文
章
を

作
成
し
、
再
度
、
社
会
保
険
労
務
士
と
相

談
し
て
次
回
の
理
事
会
に
提
出
す
る
。

③
清
水
英
夫
さ
ん
お
別
れ
の
会

・
10
月
21
日
に
放
懇
な
ど
N
P
O
団
体
が

集
ま
っ
て
青
学
会
館
ア
イ
ビ
ー
ホ
ー
ル
で

「
清
水
英
夫
さ
ん
を
語
る
夕
べ
」
を
開
く
。

「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」
連
載
「
少
数
異
見
帳
」
の

全
採
録
冊
子
を
作
成
、
出
席
者
に
配
布
の

予
定
。

・
先
に
９
月
21
日
に
行
わ
れ
た
「
清
水
英

夫
さ
ん
お
わ
か
れ
の
会
」
で
は
「
少
数
異

見
帳
」
の
一
部
を
掲
載
し
た
メ
モ
リ
ア
ル

ブ
ッ
ク
が
配
布
さ
れ
た
が
、
こ
の
転
載
を

許
可
し
た
。

④
退
会
の
件

大
橋
正
房
さ
ん
、
三
國
游
さ
ん

次
回
以
降
の
理
事
会

10
月
23
日（
水
）　

11
月
25
日（
月
）

12
月
19
日（
木
）18
時
開
始

【
出
席
】
音
好
宏
、
橋
本
隆
、
飯
田
み
か
、

藤
久
ミ
ネ
、
碓
井
広
義
、
桜
井
聖
子
、
五

井
千
鶴
子
、
鈴
木
嘉
一
、
滝
野
俊
一
、
石

井
彰
、
川
喜
田
尚
、
小
林
毅
、
坂
本
衛
、

嶋
田
親
一
、
田
中
早
苗
、
中
町
綾
子
、
稗

田
政
憲
、
中
島
好
登

会
議
記
録

［
８
月
］ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

19
日�

（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
定
例
部
会

	

20
日�

出
版
編
集
委
員
会

	

28
日�

（
選
奨
）
Ｃ
Ｍ
定
例
部
会

	

30
日�

（
選
奨
）
テ
レ
ビ
月
評
会

［
９
月
］ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

13
日�

（
50
周
年
）
Ｇ
賞
50
年
史

	

17
日�

出
版
編
集
委
員
会

	

24
日�

理
事
会

	

25
日�

（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
定
例
部
会

	

27
日�

（
選
奨
）
Ｃ
Ｍ
定
例
部
会
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全
ド
ラ
マ
を
熱
く
冷
静
に
見
て
い
ま
す

�

木
村
隆
志

　

こ
れ
ま
で
記
者
と
し
て
、
数
え
切
れ
な

い
ほ
ど
テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
現
場
を
取
材

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
コ
ラ
ム
ニ
ス

ト
に
な
っ
て
か
ら
は
、
評
論
や
分
析
な
ど

も
手
が
け
て
い
ま
す
。

　

変
わ
ら
な
い
の
は
、
重
度
の
テ
レ
ビ
ウ

ォ
ッ
チ
ャ
ー
で
あ
る
こ
と
。
朝
か
ら
深
夜

ま
で
一
日
平
均
10
～
15
時
間
、
し
か
も
２

つ
の
モ
ニ
タ
ー
で
同
時
視
聴
し
た
り
、
録

画
映
像
を
１
・
４
倍
速
で
再
生
し
た
り
、

と
に
か
く
テ
レ
ビ
漬
け
の
毎
日
で
す
。

　

特
に
寄
稿
の
多
い
連
続
ド
ラ
マ
は
、
毎

ク
ー
ル
全
作
品
を
視
聴
。
目
を
凝
ら
し
、

耳
を
澄
ま
し
て
、
演
出
や
脚
本
の
全
て
を

理
解
し
よ
う
と
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
れ

だ
け
に
高
視
聴
率
の
作
品
に
追
随
し
た
だ

け
、
あ
る
い
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
過
剰
意
識
し
た

演
出
に
は
、
残
念
な
思
い
を
す
る
こ
と
も
。

　

各
局
・
各
番
組
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
や
演

者
さ
ん
の
苦
労
は
理
解
し
て
い
る
つ
も
り

で
す
が
…
…
た
っ
ぷ
り
の
愛
情
を
持
っ
て
、

“
私
の
立
場
だ
か
ら
こ
そ
”
の
エ
ー
ル
を
送

っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
み
な
さ
ん
に
お
会
い
で
き
る
日

を
心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

制
作
者
か
ら
研
究
者
の
道
へ
、
た
だ
い
ま
移
動
中

�

金 

廷
恩

　

韓
国
で
は
放
送
作
家
と
し
て
テ
レ
ビ
番

組
の
制
作
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
制
作

過
程
で
深
く
考
え
ず
に
行
っ
た
こ
と
が
時

に
視
聴
者
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

に
気
づ
き
、
テ
レ
ビ
制
作
者
の
重
要
性
を

痛
感
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

な
世
界
で
は
テ
レ
ビ
制
作
者
が
ど
の
よ
う

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
知
り
た
く

て
日
本
の
大
学
院
に
留
学
し
ま
し
た
。
修

士
論
文
は
韓
国
の
テ
レ
ビ
制
作
者
た
ち
が

日
本
の
テ
レ
ビ
か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
は

何
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
で
、
博
士
論
文

で
は
日
本
と
韓
国
の
テ
レ
ビ
制
作
者
を
通

し
て
両
国
の
テ
レ
ビ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

形
を
比
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に

日
本
の
テ
レ
ビ
制
作
者
が
よ
り
商
業
主
義

が
強
調
さ
れ
る
制
作
環
境
の
も
と
ど
う
や

っ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
役
割
を

は
た
し
て
い
る
の
か
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

　

今
の
時
代
こ
そ
テ
レ
ビ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
が
も
っ
と
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思

う
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
好
き
な
番
組
は

P
T
A
が
嫌
が
る
低
俗
な
バ
ラ
エ
テ
ィ
番

組
で
す
。
韓
国
で
は
考
え
ら
れ
な
い
自
由

な
作
り
が
面
白
い
か
ら
で
す
。

志
賀
さ
ん
の
遺
志
を
継
ぎ
ま
す	

�

隈
元
信
一

　

1
9
5
3
年
10
月
23
日
生
ま
れ
で
す
。

　

そ
う
自
己
紹
介
し
た
ら
、
ま
さ
に
破
顔

一
笑
、
す
ぐ
親
し
く
な
っ
た
人
が
い
ま
し

た
。
昨
年
亡
く
な
っ
た
志
賀
信
夫
さ
ん
。

放
送
批
評
懇
談
会
の
生
み
の
親
で
す
。
２

ま
わ
り
上
の
巳
年
で
、
同
じ
誕
生
日
。
縁

を
感
じ
つ
つ
、
日
本
各
地
や
韓
国
、
中
国

で
酒
を
何
度
く
み
か
わ
し
た
こ
と
か
。

　

私
は
、
新
聞
記
者
11
年
目
の
89
年
春
に

放
送
担
当
に
な
り
ま
し
た
。「
批
評
が
な

い
と
こ
ろ
に
文
化
は
育
た
な
い
」。
思
い

は
志
賀
さ
ん
と
全
く
同
じ
で
し
た
。

　
「
放
懇
の
会
員
に
な
っ
て
く
れ
る
ね
」

「
い
え
、
ど
ん
な
団
体
で
も
、
イ
ン
サ
イ

ダ
ー
に
な
る
と
、
褒
め
て
も
け
な
し
て
も

色
眼
鏡
で
見
ら
れ
ま
す
か
ら
」

　

若
か
っ
た
と
言
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
当

時
は
、
す
ぐ
に
で
も
会
社
を
辞
め
る
つ
も

り
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
放
送

の
取
材
を
続
け
て
25
年
、
こ
の
10
月
23
日

で
定
年
に
な
り
ま
す
。

　
「
遺
言
は
、
残
っ
た
者
が
担
う
し
か
な

い
」。
志
賀
さ
ん
の
追
悼
記
事
に
そ
う
書

い
た
以
上
、
遺
志
を
継
ぐ
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新 入 正 会 員 自 己 紹 介

新 入 正 会 員 自 己 紹 介



「放送批評の 5 0 年 」の書 評

週刊読書人　9月20日

朝日新聞　8月11日


